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穴水ササユリ会事務局
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11月 26日、穴水ササユリ会会量6名が参加して越の原ササユリ群生地で「ササユリの種」

の採取と電気柵の下などの草刈り、看板周辺の雑本の剪定作業などを行いました。合わせて

ササユリの位置を確認するためのポールも回収し、来年5月頃に再設置する予定です。

ササユリの果実は作叢当初30個ほど採取しましたが輛 聞報道はこの時点)、 電気柵の修

理をしながら確認して行ったところ、さらに10個ほど取れましたので、合計で40個ほどになり

ました。種の数は、果実1個で約300個くらいありますから、約12,000個の種を採取したこ

とになります。

この種は来年3月 (後日、案内します。)申旬に群生地に蒔く予定です。会員の皆さんには

またご協力をお願いすることになります。よるしくお願いいたします。

饉餞の機簸督亀

遵本 巌夫会長
池上  悟
勝井  寛
幸崎 久史
滝井 元之
協力 熊谷 朋也
(関西学院大学4年生)

(敬称略)

当日は、あいにくの雨で作

業がやりにくかつたのですが、

なんとかやり切ることができま

した。

この日、兵庫県の関西学院

大学4年生の熊谷朋也さんが

ボランテイア活動のため穴水町

に来ていたので、活動に参加し

てもらいました。
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